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1 問題の所在
現行の幼稚園教育要領（平成20年3月公布）は，平成元年（1989）に改訂された幼稚園教育要領（平
成元年3月公布）に基本をおく。そこには，3つの重要な要因がある。一つは，「幼児期にふさわしい
生活が展開されるようにすること」，二つ目は，「自発的な活動として遊びを指導の中心とすること」，
三つ目は「発達の特性に即した指導を行うこと」である。
こうしたことが強調される背景には，幼児期は「教えられる」ことよりも「自ら学ぶ」ことを発達
観の基本とするからである。子どもは，「遊びを通して学ぶ」ものであり，その子独自の発達課題が
あるということが明記されたのである。さらに，特徴的なこととして，指導の中心を「自発的活動と
しての遊びにおく」とした点である。あえて，「自発的」と名付けた意味は重要であり，強制された
―71―
Abstract
Therearethreeimportantfactorsinthemodifiedguide,CourseofstudyforKindergarten
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活動は「遊び」と呼べないことを示している。幼児期は「教えられる」ことよりも「自ら学ぶ」こと
を基本とするため，子どもの発達にとって「遊び」が重要な要因となるのである。
さらに，現行の幼稚園教育の基本として「環境を通して行う教育」が示されている。「環境」の重
要性が強調される理由は何か。現代の環境教育の課題を示すものとして，次の平成20年（2008）「幼
稚園教育要領解説」の一文がある。「家庭や地域とは異なり，幼稚園においては，教育的な配慮の下
に幼児が友達とかかわって活動を展開するのに必要な遊具や用具，素材，十分に活動するための時間
や空間はもとより，幼児が生活の中で触れ合うことができる自然や動植物などの様々な環境が用意さ
れている」と明記されている。ここでは，現代社会の少子化都市化が大きな要因となっている。幼
児が生活する場では「友達が近所にいない」「遊ぶ場所がない」という問題が存在するため，幼稚園，
保育所が人とかかわることのできる環境を整えることが求められる。子どもにとって環境とは，素材，
時間，空間など周囲の取り巻くもの全てをさしている。ここで，「子どもが育つための環境」を考え
る時，「環境を通して行う教育」と領域「環境」の違いを理解することが重要である。
本研究では，子どもが育つための「環境」について，幼稚園教育要領，文献，実践を通して考察す
る。特に，直接的に子どもの生活，子どもの発達とのかかわり，領域「環境」の視点から言及する。
領域「環境」を理論的に解明するには，保育の意味意義についてとらえる必要がある。本来，保育
という営みは，乳幼児のみを対象にするものではない。将来的全人的な見地から，その時期に体験
し，子ども自ら学びとっておくべきことは何かという視点に立って検討されなければならない。今日
の保育には，その後の子どもの生活，例えば小学校教育以降の教育などに具体的にどのように受け継
がれ，開花させていくのかということが問われるのである。領域「環境」はそうしたことを考えるう
えでの重要な概念の一つである。
2 研究の目的方法
本研究は，平成元年（1989）の幼稚園教育要領改訂以降の環境に関する諸論の分析を中心とする。
平成元年に領域「環境」が設置され，以来，幼稚園教育，保育所保育において，「身近な環境」「環境
にかかわる」という観点から，その領域の意味も理解されてきたように思える。しかし，時代の推移
とともに，子どもを取り巻く環境も変化し，子どもの遊びの内容も変化している。したがって，実際
の保育を展開するにあたって，いわば抽象論としての領域「環境」に，どれほど具体性をもたせるか
が重要である。
本研究では，領域「環境」をいくつかの視点に分けて，具体的な保育内容との関連からその意味と
意義を明らかにしていく。
3 本論
（1） 保育における領域「環境」の意味と意義
平成元年（1989）の改訂では，領域が大きく見直され，6領域が5領域になった。単に，6領域が5
領域となったということにとどまるものではなく，この改訂では，「発達」ということに視点をあて
たことに意義がある。
ここでは「領域」について考察を深めることにする。昭和31年（1956）の幼稚園教育要領では，
幼稚園でよく行われる活動の類似性から，「健康」「自然」「社会」「言語」「音楽リズム」「絵画製作」
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という6領域を設けた。小学校以上の教育とは違うとされながらも，小学校の教科名と似ているため
に，領域ごとに保育時間を区切るなどの弊害も見られ，混乱が生じた。
さらに，昭和39年（1964）の公示の幼稚園教育要領では，領域を小学校の科目と混同する解釈が
見られた。そのため，平成元年（1989）の25年ぶりの改訂では，領域の定義が一つの課題となった。
領域とは，幼児の全体像を分析的に見る側面である。つまり，幼児の発達を5つの側面から見る窓あ
るいは視点である。保育内容との関連で領域「環境」を概観すると，保育内容とは，保育の基本を具
体化したものである。つまり，「幼稚園や保育所で子どもに保育するにあたり，望ましい人間形成と
いう保育の目標を達成するために展開される生活の全ての内容」である。具体的には「子どもたちが
豊かな園生活を展開していくために，自分たちで取り組む経験や活動であると同時に，保育者が人間
としての発達にぜひとも必要であると考え，組み立てていく活動」である。
こうした，保育内容を構造的に，組織的にとらえるために，内容として列挙された項目を整理し，
類似した項目をまとめたものが領域である。この領域は，幼児の発達の側面から「健康」「人間関係」
「環境」「言葉」「表現」という5つが示された。
小学校以上の学校教育では，各教科に分かれ，教科別に指導を受けるという形態がとられ，幼稚園
教育における領域もそうしたことの影響を受けて，領域を教科のように指導する傾向が見られる時期
もあった。しかし，幼児教育はその特質において，生活を中心に，環境を通して行われるものであり，
学校教育とは自ずから目的と方法が違ってくる。したがって，幼稚園における指導目標は「方向目標」
であり，学校教育における「到達目標」とは自ずから相違する。
平成元年（1989）の改訂では，6領域を5領域にし，領域概念を「幼児の発達を見る視点」として
示したことになる。しかし，学校教育とは異なり，領域が一つ一つ教科のように独立しているわけで
ない。結論から述べると5つの領域は相互関係の上に成り立っている。この5つの領域は3つの系統
から構成されている。「健康な心身の発達」「環境との相互作用」「感性と表現」の3つである。健康
な心身の発達は幼児の生活の全ての基本となる。心身が健康でなければ，何事も始まらない。5つの
領域の最初に「健康」がおかれていることにはそうした意味がある。
平成20年（2008）に示された改訂案において，「思考力の芽生え」についてあらためて学校教育法
にも規定された。平成17年（2005）の中央教育審議会の答申においても，改善の方向性の一つに思
考力判断力表現力などの育成が示された。それを受けて，「内容の取扱い」において「他の幼児
の考えなどに触れ，新しい考えを生み出す喜びや楽しさを味わい，自ら考えようとする気持ちが育つ
ようにする」ことが示されている。後述するように，子どもの好奇心は生きる意欲につながる。様々
な環境に好奇心，探究心をもってかかわり，生活の中にとりいれていこうとする。それが，すなわち，
子どもの発達する姿ととらえることができる。生活や遊びの中にとりいれていく過程で新たな発見を
し，体験したことをさらに違った場面で使おうとし，もっと面白くなる方法はないかと試行錯誤して
いく。保育活動の中心は「遊び」である。「遊び」との関係の中で，環境とのかかわりの意味も考え
なければならない。つまり，子どもが積極的に環境に対して興味をもちかかわることが大事なのであ
る。環境へのかかわりの中で，そこでの気付きや新たな発見が大事なのである。保育者の役割として，
「気付く」「発見する」といった環境へのかかわりができるように育てることが必要なのである。環境
へのかかわりといっても，子ども一人一人によってかかわり方は違ってくる。子どもは，自分とは違
った考え方をする子どもがいることに気がつく。そこで，その友達の考えや発想を聞きながら，自分
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自身も新たな発見をしていくのである。このような体験を通して「考える」ことの楽しさに気付き，
自らも考えようとする気持ちが育まれるのである。保育者はこうした子どもの姿から，子ども同士が
お互いの考えや工夫する姿を認めあえる場が保障できるような環境を意図的計画的に構成しなけれ
ばならない。
（2） 遊びと環境
領域の特徴は，「心情」「意欲」「態度」という，ねらいを各領域ごとに示したことにある。領域
「環境」では，この3つのねらいから，キーワードとして，「身近な環境」「環境にかかわる」があげ
られる。
その子にとって，興味深い環境であれば，「身近な環境」と呼べるのではないか。特に，「遊び」の
中で，子どもがどのような環境にかかわり，そこで，どのような心理的藤があるかが問題なのであ
る。遊びとの関連で発達を考えたい。
「生活の中心は子どもの自発的活動としての遊びであり，指導は遊びを通して総合的に行う」と明
記されたことによって，子どもの遊びは生活現象そのものであること，子どもの遊びが子どもの発達
にとって重要な意味をもつことは一般的にも定着したように思う。子どもの遊びが生活現象であるこ
とが立証されたのである。
子どもの遊びを考える時，年齢の発達に伴って，遊びの質も変化し，向上していく。例えば，年長
になると，子どもの代表的遊びであるごっこ遊びが盛んになる。子どもの遊びは「経験の再現」であ
るが，「ごっこ遊びが少なくなった」「遊びの中から母親が消えた」「ペットごっこが盛んになった」
という指摘が間違いのないものであるなら，遊びとして再現できるほどの経験が乏しくなったという
ことだろうか。あるいは，子どもに遊びとして表現するだけの力がなくなったということか。特に，
子どもの生活の基盤である家庭の中にも，父親や母親の姿にも子どもの心にインパクトを与える生活
がないということだろうかと考えた。
そこで，筆者は，子どもの遊びの中で一番，家庭環境，親子関係を表しやすい遊びとして，「まま
ごと遊び」を取りあげ，子どもの遊びの変化，家庭環境の変化を考えてみた。いくつかの文献や報告
から，全国的に，ままごと遊びに変化が見られると言われている。例えば，佐々木正美は「保育者は
また10数年前から，保育園の子どもたちが「ままごと遊び」（家族遊び）ができなくなっていること
に気づいている。女の子が母親役を引き受けるのを，嫌がるようになったのである。以前の子どもに
とって，母親役は大抵の女の子の憧れの役であり，みんなが奪い合ってやりたがったものである」と
述べ，「人間関係を豊かに営む家族のいる家庭が失われようとしている実情」（「家庭家族の意味を再
考する」）とまとめている。
そもそも「ままごと」とは，何か。柳田國男の『こども風土記』によると，「飯事
ままごと
」は古くは「盆
のまゝごと」，「盆の門まゝ」の行事に由来し，幼児が戸外に用意した臨時の台所で飯を炊き，精霊や
無縁ぼとけに供して供養した行事であるという。遊びの中に，食事場面が出てくる所以はここにある。
いわゆる「おうちごっこ」との相違は，「食べ物」が登場するか否かではないかと思われる。つまり，
子どもは，食事を「つくる」「食べる」という一番身近な生活の中から真似を始めるのである。親子
関係が豊かであると自然にその姿に憧れ，真似をしてみようと試みる。真似ることから，役割を演じ，
生活の流れ（ストーリー）を再現していく。そこでは，誰がどの役割を担うかは子どもにとって重要
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な問題である。したがって，遊びを始める前にしばしば，役割の分担でトラブルが発生し，当然，一
家の中心の母親役に人気が集中し，姉妹であれば姉役になりたいといったことが起きる。こうした
「まねる」行為，再現を試みる行為は，実際になくなったのであろうか。
いくつかの園で子どもの遊びを観察した結果，複数の園で「ペットごっこ」という遊びを目撃した。
「ペットごっこ」というより，ペットになってままごとをするという印象である。尻尾をつけて，ペ
ットになってお料理をつくるという活動である。しかし，その遊びに「お母さん」は登場しない。そ
こには「言葉をしゃべってはいけない」というルールがあり，話をする時は，尻尾をとる。こうした
遊びは10数年前には見ることがなかった遊びである。様々な地方の方の話を聞いても，こうした遊
びが見られるのは間違いない。例えば，「バブちゃん」が赤ちゃんの代名詞だったのが，「犬のバブち
ゃん」に変わっている場合もある。年長になっても，ままごと遊びどころか，ごっこ遊び自体が見ら
れなかった園もある。しかし，一方で，実によくストーリーをつくりあげたままごとにも出会う。特
に，料理の過程で，折り紙を裏表にして，色を変えて，「肉の焼く前」「肉の焼いたあと」を表現して
いる子どももいた。お母さんと二人の子どもの朝の風景を再現している遊びにも出会った。寝ている
子どもを起こして，その間に朝ご飯をつくり，子どもに食べさせ，学校に行かせるまでを再現している。
また，ある園の4歳児の女児がままごとコーナーで遊んでいた。そこには，段ボールでつくった電子
レンジがあった。容器に，うどんに見立てたちぎった紙が入っている。観察している筆者に向かって，
「温めるまで待っててね」と言いながら，紙（うどん）の入ったカップを「レンジ」に入れた。また，
ある男の子は，自分でつくったパソコン（空き箱を利用）を見せてくれながら，「ねえ，パスワード忘
れちゃったよ」と悲しげに訴える。本屋さんごっこのレジは，バーコードであった。積み木にバーコ
ードを書いて，本をかざすと値段が分かる仕組みである。
最近の子どもの遊びを見て一番感じることは，そこに登場するものが，一昔前と違ってきたという
ことである。今見てきたように，電子レンジ，バーコード，パソコン，ガスレンジ，携帯電話などで
あるが，カタカナが多いのも特徴である。
保育者の役割として，子どもが流行や時代の特徴をいかに素早くとりいれているかを知る必要があ
る。
（3） 物的環境としての領域「環境」
環境は，子どもの直接的なかかわりから，大まかに3つに分類することできる。それは，「人的環
境」「物的環境」「自然環境」である。
子どもたちは，様々な物に出会い，その性質を理解し，生活の中にとりいれていく。その際，言葉
や理屈で出会ったものを理解するのではなく，見て，触れて，感じて，そうしたことの繰り返しの中
で物の性質を学んでいく。子どもの発達に伴って，生活圏が拡大し，物の扱いの範囲の広がりも見ら
れるようになる。例えば，ハイハイができ，移動が可能になったことによって，身の回りにある物を
つかむ，なめる，口に入れるなどの行動を起こす。う，歩くという段階を経ていく過程で，行動範
囲は自分中心から家中へと広がっていく。こうした一連の行動からは，手当たりしだいに物に触れた
り，試しているのではなく，大人が使っている物に関心を示しての行動が観察できる。このことは，
物が環境としてあるのは当然ではあるが，親の行動が子どもの行動の興味を引きだしていることにな
る。幼稚園や保育所においては，保育者が行動を起こしたことが，子どもの興味関心を起こすこと
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になる。
（エピソード1）
保育者が玄関前に積もった雪をスコップでよけている。登園してきたA子が「先生，何してるの？」と聞
く。それを聞いた保育者は，「みんなが玄関からはいれるように，雪をよけているんだよ」と答える。それを
聞いたA子は，「私も手伝う」と言って，子ども用の小さなスコップを持ってきて，雪よけをする。
上記のエピソードは，保育者の行動が，子どもの行動に影響を与えた典型的な例である。このよう
に，「雪」という環境が子どもの発達に影響を与えるのではなく，雪にかかわる保育者の姿が子ども
心を響かせたのである。
2歳前後になると，おもちゃの急須と茶碗でお茶を入れる真似を始める。これがいわゆる「ふり遊
び」の始まりである。こうした行動は大人の行動を「まねる」ことから始まる。子どもは行動範囲の
拡大とともに，危険な行為も行う。したがって，子どもの行動の全てが容認されるわけではない。
制止，注意，叱責などの経験を通じて，徐々に，使ってもよい物，使ってはいけない物などの区別
ができるようになる。子どもは，園の中にある様々な道具や素材に触れながら，その物の性質や機能
を理解していく。自発活動としての遊びを始め，全ての活動は物の性質を理解し，自分の用途にあっ
た使い方を理解していくプロセスであると言える。こうしたプロセスの中で，物と物の組み合わせを
考え，「つなぐ」「加工する」時の道具を考えるのである。しかし，道具や遊具は使い方を誤ると危険
を伴う場合があり，重大な事故を引き起こすことになる。事故を恐れるあまりに，ネガティブなかか
わり方をするのではなく，「安全な使い方を知る」という方向でかかわることが必要ではないかと考
える。物を扱うことの意義について，①考える力を身につける，②安全な使い方を知る，③積極的に
物とかかわる，といった3つのことが考えられる。
幼稚園保育所には様々な遊具がある。発達に応じて数を増やしたり，減らしたりするものもある。
ブランコ，ジャングルジム，雲梯のような固定遊具もある。それぞれの遊具には，その遊具特有の使
用方法がある。保育者はその遊具の機能や，子どもにとっての発達の意味を理解してかかわることが
必要である。領域「健康」には「幼児が自然の中で伸び伸びと体を動かして遊び，興味や関心が戸外
に向くようにするとともに，その際，幼児の動線に配慮した園庭や遊具の配置などを工夫すること」
と記述されている。保育者は子どもの発達を促すための適切な援助をするために，それぞれの遊具，
素材の種類や特性を知らなければならない。そうした特性の上に環境構成をすることが望まれる。
（エピソード2）
3歳児のB子は，雲梯の上に上がり，端から端まで，しゃがんだまま往復できるようになった。それが嬉し
くて，何度も，行ったり来たりしている。通りかかった保育者に「ねえ，見てて」と声をかける。保育者は，
「いいよ，見てるからね」と答えて，B子の様子を見ていた。往復を終えたところで，「上手にできるようにな
ったね」と手をたたくと嬉しそうに笑った。
3歳児前後から，体の機能が発達し，雲梯，ブランコなど，体を使って遊ぶことを喜ぶようになる。
同時に，そうした，自分の様子を認めてほしい，見てもらいたい，という欲求を示すようなる。体の
機能の発達と自立が同時に表れてくる時期である。保育者は，そうした年齢に応じた発達段階を理解
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することが求められる。
（4） 知的好奇心と環境
鈴木（2000）は，子どもの発達が，身体的発達（身体の発達，運動機能の発達），知的発達，情緒的発
達，社会的発達に分けられるとしている。知的な発達とは，「これは何だろう」という，好奇心によ
って発達するものである。好奇心は，好奇心にとどまることなく，そのことをもっと深く知りたいと
いう意欲につながる。それが知的好奇心と呼ばれるものである。知的好奇心を育む場として，「知り
たい」という欲求が生じる環境を整えることが必要である。「子どもは本来，知的好奇心の塊である」
（横山，2010）。
（エピソード3）
4歳児，H男は，虫をつかまえると，じっと，その虫を見つめている。保育者が「虫，つかまえたの？」と
聞くと，「うん」と答えた。保育者は「かわいい？ なんていう名前の虫かな？」と聞くと「分からない」と
答えた。保育者は，「じゃあ，先生と一緒に本で調べてみようか？」と言うと，H男は「うん」と答えて，保
育者と一緒に虫の図鑑を見ながら，虫の名前を調べた。
このエピソードで大事なことは，「調べる」という意識を子どもがもつようにすることである。虫
の図鑑を開くことによって，自分のつかまえてきた虫以外にも多くの虫の種類があることに気がつく。
こうしたプロセスが大事なのである。
最初に「知的好奇心」を提唱したのはバーライン（Berlyne）である。適度な新奇さ，意外さ，曖
昧さ，複雑さ，珍しさを含んだ刺激に対する探求の欲求を「知覚的好奇心」と呼び，疑問，困惑，混
乱など概念的藤によって触発される知識収集の欲求を「認識的好奇心」と呼び，知識収集活動によ
ってその欲求は解消されるとしている。
鈴木が示したように，子どもの発達は身体的発達知的発達情緒的発達社会的発達という4つ
に分類される。これら，4つの側面はお互いに関連しあいながら発達していく。この4つの中で，知
的発達が知的好奇心のもととなるものである。知的発達は「好奇心から知的好奇心への発達」という
プロセスと密接に関連している。いうまでもなく，知的な発達とは，教えることを目的とするもので
はない。子どもにとって「生きる」ための知恵や知識をもつことにある。日常生活のあらゆる場面で，
自分なりの考えをもって行動できるようになることが望まれる。そのためには，子ども自身が「やっ
てみたい」と思う様々な経験をすることが必要である。つまり，「やりたい」と思うことが実現でき
る環境が必要である。その過程で思うようにならない問題が発生した時，工夫し，友達や先生と相談
しながら生きていくための知恵や知識を身につけていくのである。
（エピソード4）
5歳児の男児二人が，図鑑を見ている。F男が，図鑑を指さして「これは絶滅したんだ」と言う。それに対
して，N男は「絶滅ってなんだ？」と聞く。F男は「絶滅って，全部いなくなることだ」と答える。N男は
感心したように「ふうん。じゃ，これは？」と図鑑の中の動物を指さす。次々とN男が質問するのに対して，
F男は丁寧に答えた。
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上記のエピソードは，子ども同士で，知的好奇心を高めあった例と言える。F男の説明によって，
ますます，N男が興味を示していくのが分かる。質問に対して，F男も真剣に考え，真剣に答えてい
た。
こうした環境づくり（時間的な保障場所の保障）が保育者にとって必要である。そのためには，①
使用制限のない環境であること，②応答性のある環境であること，③発達に即した環境であること，
という3つのポイントを重視したい。
4 全体考察
（1） 子どもを取り巻く問題と課題
子どもを取り巻く環境の中で，一層の深刻さをもっているのは，少子化の問題ではないかと考えら
れる。1970年代では，1年間に生まれてくる子どもの数は，200万人であったが，近年は110万人程
度に減少している。出生率（合計特殊出生率）は，低下が始まる前の1971年の2.16から，2006年に
は，約4割減の1.32になっている。少子化の問題は，子どもにどのような影響があるのか。家に帰
ると友達がいない，兄弟姉妹がいないといったことが起こり，子ども同士の人間関係をつくる場がな
くなってくるのである。そうした意味において，子ども同士のかかわる場として，幼稚園保育所が
その機能を果たさなければならないのである。
少子化の問題に関連して，核家族化の問題がある。核家族化の問題は，生活スタイルの変化の問題
である。例えば，住宅の高層化に伴い，ますます，家の中にこもり，外で遊ばない子どもが増えてい
る。これまでになかった，「高所平気症」という社会現象も引き起こしている。長引く経済的な不況
の影響，住宅状況の変化で子どもが個室をもつようになったこと，台所の独立化で親の調理の様子が
見えないこと，インスタント食品の普及で親が料理をしないこと。こうした中で起きる問題は，親子
の会話不足，食事の孤立化や人とのかかわりの希薄化があげられる。特に，親も子どもも近所との付
き合いなど，家族以外の人とのかかわりが少なくなっている。
もう一つの大きな問題は都市化の問題である。宅地開発の影響で，都会では，土を見る機会が少な
くなってきている。それは同時に，空き地，広場といった子どもが育つ空間がなくなってきているこ
とを意味している。
（2） 遊びと環境
ごっこ遊びの生起，ままごと遊びの生起は環境条件によって左右される。家庭環境，親子関係とい
う観点から考えると，「ごっこ遊びがなくなった」のは，家庭での経験の不足が大きな原因であるこ
とは間違いない。体験不足によって，子どもは体内にイメージをため込むことができなくなる。「ド
ロップイン」方式という，商店街の一角に買い物をする間，子どもを預けるシステムがある。これさ
え，子どもを日常性から引き離しているように感じる。家の中では，台所がリビングと分離したり，
子どもは部屋で自分のTVを見たりPCをいじったり，家事への参加も少なくなっている。親の手伝
いをするより，勉強していなさいという親も多い。家庭は子どもにとって，生活の場，憩いの場，教
育の場として位置づけられる。そこで，生活するための精神，技術を学んでいくのである。「子育て
のマニュアルはありませんか？」と真剣に訴えてくる親も珍しくない。子育ては，まず，当たり前の
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ことを当たり前にするということと，一つ一つを確実に，焦ることなくプロセスを大事にすることで
ある。遊びの中に，親子関係が再現されているとすると，安定した日常生活を送っているのではない
かと考えてもいいかもしれない。
5 今後の課題
（1） 幼小連携の問題
幼小連携の問題はかなり以前から取りあげられている問題である。何が問題なのか。それは，発達
として，わずか1年しか違わないのに，小学校へ行くと同時に全く違った場面にいるような感じをも
つからである。生活場面から，学習場面に一挙に変わる感じを周囲も子どもも抱くからである。発達
段階を考慮してなめらかに移行できないかという視点から様々な取り組みが行われている。これまで，
幼小連携はお互いに幼稚園と小学校を訪問し合う，「通過儀礼」であった。今は，発達の連続性とい
うことを意識して，子ども自身が気持ちのうえでゆとりをもって小学校へ移行できるようにしようと
いう気運がある。今回の幼稚園教育要領の改訂に伴って，幼稚園から小学校へと教育機関が変わって
も，「学ぶ」ということの連続性は保障されなければならない。保育所保育指針では「子どもの生活
や発達の連続性を踏まえ，保育の内容の工夫を図るとともに，就学に向けて，保育所の子どもと小学
校の児童との交流，職員同士の交流，情報共有や相互理解など小学校との積極的な連携を図るよう配
慮すること」と示されている。幼稚園や保育所側に立って考えるなら，今の子どもたちが経験してい
ることは，将来学校へ行った時に，どういう場面でいかされるのかということである。例えば，小学
校の授業は45分である。幼稚園の生活の中で，45分間座ったまま，先生の話を聞くということはな
い。しかし，子どもに話を聞かせることの上手な先生は，少し長いと思われる話を聞かせることがで
きる。こうしたことを繰り返すことで，子どもの心の中に「聞く」ことが楽しいという気持ちが芽生
えてくるのである。それが集中力につながるのである。
保育者も小学校へ出向き，幼稚園時に子どもの何を育てるのかについて考える必要があるのではな
いか。
（2） 協同的体験の問題
この問題は，平成20年（2008）の改訂によって，領域「人間関係」において示された。ここでは，
人的環境として取りあげる。平成17年（2005）の幼児教育に関する中央教育審議会では，幼稚園教
育と小学校教育の接続という視点から，「協同的学び」が取りあげられる。「協同する」とは，ただ単
に，一緒に同じことをすればよいということではない。一人一人の子どもが自己発揮しながら，友達
や周囲の子らとお互いに思いを伝え，思いを受け止め，意見を調整しながら，新しいものをつくり出
していくというプロセスを大事にすることが目的である。「経験」とは，何度か体験を重ねる中で子
どもの内部に経験として蓄積され，何らかの意味をもって，まとまりをもってとらえるようになるこ
とである。ここでは「共通の目的」がキーワードとなるが，課題活動のように「共通の目的」がはっ
きりしている場合もある。しかし遊びを中心にすえるなら，一人一人の子どもが自分なりの思いやイ
メージを相手に伝え，相手の思いも受け止めながら，「折り合いをつけ」「調整していく」ことが目的
となる。つまり「協同する体験を重ねる」ことは，それが子ども自身の自発性や主体性に基づくもの
であることが重要なのである。さらに言えば，そこに至るまでの人とのかかわりの育ちをていねいに
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積み上げていくことが大事である。しかし，「協同して遊ぶ」ようになるためには，一人一人のそこ
に至るまでの過程が大事である。一人一人がその子らしく生活できることが基盤である。入園のころ
は園の生活に慣れるのが精いっぱいで，友達とかかわることすらできない。保育者のそばで過ごすこ
とで安定し，やがて友達とかかわり，お互いに同じことをすることで安心感をもつようになる。そう
した過程を経て，人と一緒にいることの楽しさ，安心感をもっていく。その後，次第に友達と積極的
にかかわる中で，自分らしさを発揮するようになる。それが時には，友達同士のトラブルに発展する
こともある。そのトラブルも保育者に支えられながら解決の方法を学んでいくのである。このように
見てくると，「協同的体験」「協同的学び」は年長の後半から盛んになる。保育者も，ほぼ，そうした
時期に焦点をおく必要があるのではないかと思う。
「協同的学び」は一つのテーマに向かって，「意見を出し合う」「話し合う」という経験やプロセス
を重視するものである。決して，保育者による「やらせ」ではなく，子ども自身の自発性や主体性が
重要な要因であることは間違いのないことである。
（3）「子育て支援」という課題
「子育て支援」という提唱があってから，ほぼ10数年経過している。今，「子育て支援」の内容
質が問題となっている。保育現場でも，親の何を支援するのかといったことをめぐる議論が必要であ
ろう。
「子育て支援」という言葉が一般社会の中で広まるようになったのは，平成10年（1998）ころの
「エンゼルプラン」の提案からである。「子育て支援」という言葉の定義をめぐっても様々な意見があ
る。「支援」ということ自体が，「上から目線」でおこがましいという意見がある一方で，「子育て支
援」ではなく，「子育ち支援」であると提唱される場合もある。どちらも，核心の部分では間違って
はいない。しかし，「子育て支援」においては，誰の何を援助するのかが明確にされなければならな
い。
現代社会では，地域コミュニケーションの破壊で，隣の住人さえ見たことがないという場合も数多
くある。こうした現状を背景に，地域の人が地域の子どもを育てるという意識は希薄化している。し
たがって，子どもを育てる親は相談する相手もなく，一人で悩んでいる場合も多い。こうした親の話，
悩みを聞くのが「子育て支援」の第一歩である。「子育て支援」がおこがましい言葉だとすれば，幼
稚園も保育所も一緒に子育てを考えるというスタンスが必要である。
（4）「保育」という視点からの課題
実際の保育を展開するにあたっての課題を示しておく。
① 保育者と子どもの信頼関係をどのように育むか。
② 幼児文化の質をどのようにとらえ，どのように保障するか。
③ 人とのかかわりをどのように具体化するか。
④ 保育内容を考える時，具体的直接的体験をどのような方法で行うか。
⑤ 「気になる子ども」をどうとらえ，どう配慮するか。
⑥ 保育者の専門性をどのように深めていくか。
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